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第１節　自然的環境

１　位置

　当町は、福島県中通りの南部、北緯 37 度 01 分、東経 140 度 22 分に位置し、県庁所

在地である福島市から南へ約94㎞、東京からは約200㎞の距離にある。町域は東西19.6㎞、

南北 17.4㎞、総面積は 159.93 ｋ㎡であり、東は福島県鮫川村・浅川町、西は栃木県那須町・

大田原市、南は塙町・矢祭町・茨城県大子町、北は白河市と接している。

第２章　計画地域の現状

第 2 図　棚倉町の位置図
　　　　（国土地理院白地図一部加工）
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２　地形・地質

　当町の東部は阿武隈高地に連なり、西部は八溝山地に囲まれ、中央に久慈川が流れ、市

街地は久慈川谷低地（八溝地溝帯）に形成されている。また、当地には、東北、西南日本

の地質を二分する破砕帯があり、この破砕帯を「棚倉破砕帯」（棚倉断層）といい、東北

最大の構造線に一致すると言われている。

　なお、当町の地質をみると、西部八溝山地は、古生層（砂岩、礫岩等）をはじめ、花崗

岩や結晶片岩などから成り、東部は阿武隈山地から供給された花崗岩類に由来する砕屑物

質で構成されている。これらに挟まれて、新第三紀層からなる丘陵地と第四紀の沖積層に

覆われた谷底平野が広がっている。

　平成 23 年 3 月 11 日午後 2 時 46 分に発生した東北地方太平洋沖地震とそれに伴う大

津波は、東北から関東にかけての東日本一帯に甚大な被害をもたらし、当町においても震

度 6 弱を記録し、住家の損壊が 802 棟、社会教育施設や幼稚園、道路などの公共施設に

も過去に例のない被害をもたらした。また、令和３年（2021）、令和４年（2022）の福

島沖地震による土砂崩れ、建物への被害があった。

第 3 図　棚倉町の地形図
　　　　（国土地理院地理院タイル（標高タイル）一部加工）
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３　気候

　当町（東白川郡）の気候は、清涼さわやかで、冬は温暖で四季を通じて極めて住みよい

自然環境を有している。当町はおおむね太平洋型気候に属し、年平均降水量は約 1,400mm

で、全国平均約 1,700mm より少ない傾向にある。また、東白川郡は、久慈川流域の温暖

な気候の影響のためか、梅雨時期から台風の時期にかけて降水量が多く、6 月から 9 月

の 4 か月で年降水量の 50% に達している。当町は東北部の冷温帯気候に属してはいるが、

年平均気温は 11℃程度となっており、更に積雪量は少なく四季を通じて比較的温暖な気

候となっている。

　令和元年 10 月 12 日の台風第 19 号（令和元年東日本台風）により、福島県では全域

で非常に激しい雨となり、本県で初めて大雨特別警報が発表された。更に、2 週間後の

第 4 図　棚倉町の地質図
　　　　（20 万分の１日本シーレス地質図（産総研地質調査総合センター
　　　　（https://www.gsj.jp/HomePageJP,html））一部加工）
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10 月 25 日から 26 日にかけても、浜通りを中心に再び非常に激しい雨が降り、これらの

大雨で、阿武隈川を始めとした県内の河川で破堤するなど広範囲で甚大な浸水被害が発生

した。当町においても町内北部を流れる社川の堤防が決壊、床下浸水等甚大な被害をうけ

た。

第 5 図　10 年間の月別平均気温（平成 21 年～平成 30 年（2009 ～ 2018））
　　　　（資料：気象庁データ）

第 6 図　10 年間の月別平均降水量（平成 21 年～平成 30 年（2009 ～ 2018））
　　　　（資料：気象庁データ）
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４　植生

　当町は、総土地面 15, 993 ha に対し、山林の面積が 11, 880ha あり、町域の約７割が

山林となっている。また、八溝山（標高 1,022m）から八溝山地と奥羽山脈が連なり、森

林に恵まれた地域となっている（農林水産省統計情報）。八溝山の代表的な植生はブナ、

ミズナラ等である。当町の基本的な林相は、スギ・ヒノキ・マツといった常緑針葉樹で形

成されている。

　棚倉城跡は、当町の中心市街地に位置し、本丸平場の平均標高が 264m で台状の地形

に城下町とともに構築されている。この台地は西にある八溝山を源流とする久慈川がつく

りだした河岸段丘でもある。本丸を中心に、サクラ類、ケヤキ、カエデ類、ツツジ類など

の樹木が多数生育する。二ノ丸にはケヤキの大木もあり、本丸跡入口付近には都々古別神

社（馬場）の神木であったとされる県指定天然記念物「棚倉城跡の大ケヤキ」が生育する。

第 7 図　棚倉城跡周辺の植生図
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第２節　歴史的環境

１　原始・古代

　当町西部を西から東へ流れ、中心市街地の東側で南に向きを変える久慈川は、奥久慈の

最高峰である八溝山（標高 1,022m）を源流とし、その流れは常陸（茨城県）を通り、遠

く太平洋へと至る。

　この久慈川沿いを中心として、当町には原始・古代より多くの遺跡が確認でき、古くか

ら人々が生活していたことがうかがわれる。縄文時代中期から後期の遺物が数多く出土し

た高渡遺跡などいくつかの遺跡があり、弥生時代の遺跡では中期標式土器のひとつである

「棚倉式土器」が出土した崖ノ上遺跡が有名である。また、古墳時代には石室から人骨や

骨鏃が出土した胡麻沢古墳のほか、塚原古墳群、堤古墳群などがある。奈良時代になると、

遺跡のほかにも古文書や古記録によって人々の生活を知ることができる。

　この時期の代表的な遺跡は、大規模な集落跡である松並平遺跡や、東北における古代仏

教の一拠点である国指定史跡の流廃寺跡がある。弘仁２年（811）に当町を含む東白川郡

に長有・高野の２駅が設置され、常陸国から陸奥国に至る官道が設けられる。これにより

陸上交通が整備され、既に存在した久慈川の水上交通に加えて交通量の増大を当町にもた

らした。

　平安時代の中期に編さんされた辞典である『倭名類聚抄』によれば、当町を含む東白川

郡一帯が白河郡から分かれて「高野郡」という行政区分で呼ばれていたことがわかる。こ

の時代に当町は「入野（伊野とも）」と呼ばれていた。さらに歴史書である『続日本後記』

や古代における法典集の『延喜式』を紐解くと、この頃に都々古別神社（現在の馬場・八

槻都々古別神社）が成立したとされる。当時は、非常に高い格式を有し、その勢力はかな

り大きく、神事などの費用にあてるための神領として、鎌倉時代まで高野郡全域を直接支

配するほどであった。

２　中世

　中世になると、山林を中心に修行を重ねる修験者による独特な宗教文化が形成される。

修験道は、山林に入り修行を積むことで呪力を体得することを目的とした神仏混合の民

間宗教で、馬場・八槻都々古別神社などが中心となり、東北における一大宗教拠点となっ

ていった。一方で政治の面では、白河結城氏が高野郡の地を治めるようになる。白河結

城氏は平安時代の末期の「奥州合戦」の功績から白河郡を恩賞として賜って以後、鎌倉

幕府との関係を密にしながら支配体制を固めていった有力氏族である。その支配は長き

に及び、戦国時代になると常陸より侵攻してきた佐竹氏といった他の有力氏族と激しい

戦闘を繰り広げた。この頃周辺には中丸館や赤館、寺山館といった館や山城が次々と築

かれた。
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３　近世

　江戸幕府成立後の慶長 11 年（1606）に、立花宗茂が赤館城主として初代藩主となり

当地を治めることとなる。宗茂は、馬場・八槻都々古別神社の朱印状取得に尽力している。

元和８年（1622）に、新たに藩主となった丹羽長重は寛永２年（1625）に棚倉城を築城

した。長重は、周囲の地形より高い久慈川の河岸段丘に立地していた馬場都々古別神社の

境内に着目し、神社を現在の社地に遷宮して新規築城した。天然の要塞のような地形が城

を造るにあたって絶好の場所であり、加えて、古代から続く都々古別神社が宗教権威とし

て民衆まで大きな影響力を持っていたことを利用したとも考えられている。

　また、内藤家の藩主時代には、城下町の整備も進み、水戸街道、平潟街道、奥州街道、

伊王野道等が通る交通の要衝としての地位を確立した。寛永６年（1629）に紫衣事件が

発生すると、京都大徳寺の住職を務めた玉室宗珀は流罪となり、棚倉藩へ預かりの身となっ

た。当時の藩主内藤信照は赤館城跡の南麓に庵を設け、手厚く世話を行い、親睦を深めた

とされている。以後、棚倉藩の統治は内藤家（３代）、太田家（１代）、越智松平家（１代）、

小笠原家（３代）、井上家（２代）、松井松平家（４代）と続き、最後は阿部家（１代）で

あった。

　歴代藩主は、領内の寺社仏閣を手厚く庇護しており、内藤信照は光徳寺を建立、太田資

晴は長久寺へ棚倉城の南門を移築寄進、松平康爵は山本不動尊へ石灯籠の寄進を行ってい

る。

４　近代

　慶応２年（1866）、白河藩主の阿部正静が棚倉藩主となる。慶応４年（1868）、棚倉藩

は奥羽越列藩同盟の一員として戊辰戦争に参加する。白河小峰城の攻防戦において、棚倉

藩は阿部内膳率いる「十六ささげ隊」などが活躍するも白河小峰城は落城する。白河小峰

城が落城すると新政府軍は攻撃目標を棚倉藩に定め、板垣退助が率いる薩摩藩・長州藩・

土佐藩・忍藩・大垣藩らの兵約 800 人が棚倉城へと進軍した。一方、城には前藩主阿部

正外が率いるわずかな手勢がいるのみであり、仙台藩・三春藩等の援兵が得られなかった

ため、正外は落城必至と考え、新政府軍の拠点になることのないよう城に火を放ち、分領

へと逃れた。その後、新政府軍は城下に進駐し、板垣は蓮家寺を本拠とし民政にあたる。　

　明治時代に入り、戦乱後の当地域は少しずつ復興を遂げる。明治２年（1869）、版籍奉

還が行われると阿部正功が藩知事となり、明治４年（1871）、廃藩置県が行われると棚

倉藩は廃止され棚倉県として新たに行政機構が整えられていった。その後は、明治９年

（1876）、福島県へ編入、明治 22 年（1889）、町制の施行とともに行政機構が整理され、

東白川郡域の中心として機能していくこととなった。

　明治２年（1869）、９月２日、当時の棚倉藩知事であった阿部正功は、旧藩士等の子弟

を教育することを目的として、旧白河藩校と同名の藩校「修道館」を設置し、文武両道に

分かれて教授した。分校（郷校）が５箇所あり、生徒の概数は寄宿生 20 名、通学者 200
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名、分校生 150 名であった。教科書と諸規則は白河藩校時代と同じと伝わる。毎月一度、

試験を行い、学力により一等から四等まで級別に区分していた。明治４年（1871）10 月、

当町が平県の管轄となった時に廃校となるが、その後、明治５年（1872）の学制発布と

同時に、修道館の講堂跡を校舎として修道小学校が開校し、明治６年（1873）に棚倉小

学校と改称し、現在に至っている。

　東白川郡の中心となった当町は、近隣町村に比べて近代化が速く進んだ地域といえる。

産業面では、明治 21 年（1888）に棚倉製糸会社、明治 34 年（1901）には上台葡萄酒

醸造株式会社が発足したが、赤字経営が続き大正年間には廃業している。また、瀬ヶ野区

と小爪区の炭鉱において石炭の採掘が行われており、第二次世界大戦直後まで続いた。金

融面では、明治 12 年（1879）に棚倉協同株式会社、明治 23 年（1890）に棚倉銀行が

創立されており、前者は現在の東邦銀行につながるものである。

　交通の面では、大正５年（1916）に白棚軽便鉄道が営業を開始した。しかし、昭和７

年（1932）に大郡線（後の水郡線）が当町まで敷設されると、白棚線は経営悪化に拍車

がかかり、昭和 11 年（1936）に政府借上、昭和 19 年（1944）にレール撤去となった。　　　

　現在、白棚線の軌道跡は JR バス関東白棚線の一部専用道路となっている。

５　現代

　満州事変以後、当町でも戦時体制が強化され物資統制などが進むなか、昭和 15 年

（1940）の大火により、町内の約 200 戸が焼失した。また、戦後は進駐軍による農地改

革により、経済界の再編成が行われ、昭和 20 年代は棚倉簡易裁判所、東白川地方事務所、

棚倉税務署などの行政機能が整えられていく。

　昭和 30 年（1955）１月には、棚倉町、社川村、高野村、近津山岡組合村が合併し、新制「棚

倉町」が誕生した。

　昭和 40 年代になると上水道の給水が開始され、小中学校の新改築、中央公民館の新設、

学校給食センターの完成などインフラや教育施設の整備が進められていった。さらに、昭

和 50 年（1975）、中学校跡地を運動場として整備し、町総合体育館が完成する。また、

町史編さん事業が完了し、生涯学習に関連するハード面・ソフト面の事業が完了していっ

た。

　平成２年（1990）には、複合施設であるルネサンス棚倉がオープンし、平成７年（1995）

に棚倉町文化センターが開館している。

６　棚倉町の中世・近世城館

　棚倉城跡周辺には、棚倉城築城以前に棚倉の中心拠点であった赤館跡などが存在する。

赤館跡は棚倉町の中心市街地から北に約１km の社川と久慈川との分水嶺に位置する。南

側からの比高約 70m、標高約 345m の山城で、800m 四方の広大な範囲を有し、本城・

別郭・外郭の３区画から成る。現存する遺構は土塁と空堀、曲輪などである。
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　戦国時代において白河結城氏、蘆名氏、佐竹氏、伊達氏による領地争いにより領主が目

まぐるしく替わり、慶長 11 年（1606）に立花宗茂が入封し初代棚倉藩主となる。のち

に丹羽長重により棚倉城が築城されると廃城となり役目を終える。

　第１表、第８図は、棚倉城跡周辺の主要関連城館跡の概要である。

第 1 表　棚倉町中世・近世城館一覧（『棚倉城跡』より）
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第 8 図　棚倉城と周辺城館跡



−17−

７　棚倉町の指定文化財

　棚倉町には、貴重な文化財が数多く遺され、国指定史跡の棚倉城跡をはじめとして、

36 の文化財が指定文化財として保護されている。以下に指定文化財の一覧を掲載する。

第 2 表　指定文化財一覧表
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（１）  都々古別神社本殿

　都々古別神社は、陸奥一宮として崇敬されてきた古社である。本殿は、文禄３年

（1594）に佐竹義宣が造営したとみられる。もとは棚倉城の地にあったが，寛永２年

（1625）に現在地へ移された。形式は本格的な三間社流造であるが，組物を出三斗と

し、彫刻を用いないなど、簡素なつくりとする。反りのある垂木、庇に架けた水平に

近い梁などが中世的な要素である。東北地方において数少ない桃山期の本殿建築とし

て，高い価値を有しており、中世から近世への転換期における様式や技法を知る上で、

貴重な存在である。（文化庁国指定文化財データベースから）

（２）  棚倉城跡の大ケヤキ

　樹齢（推定）：640年、樹高：32.3ｍ　胸高周囲：950ｍ　科目：ニレ　樹種：ケヤキ

藩主の丹羽長重は、棚倉城の築城に際して、都々古別神社の境内地に築城することと

し、　神社を現在の馬場に遷し、併せて神社建築のために境内にあった木々を材料と

して使用した。当時の境内はうっそうと種々の木々が茂っていたものと考えられ、こ

のケヤキもその中の一本で、場所も良く、神木で形も優れていたため、シンボルとし

て残されたものと推察されている。

第 9 図　指定文化財位置図
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第３節　社会的環境

１　人口

　当町の人口は、昭和 30 年（1955）の町村合併時には 19,433 人であったが、その後年々

減少し、昭和 50 年（1975）には 16,059 人となった。その後は、企業誘致等の施策によ

り平成２年（1990）には、16,606 人まで増加したが、平成７年（1995）以降はまた減

少の一途をたどっており、平成 27 年（2015）には 14,295 人となった。一方で、世帯数

の推移をみると、平成 12 年（2000）4,855 世帯をピークに減少傾向にあり、平成 22 年

（2010）では、4,708 世帯であった。しかし、平成 27 年（2015）には 4,742 世帯と若

干増加に転じた。

　棚倉城跡の位置する城跡地区の人口（住民基本台帳：令和５年（2023）１月１日現在）

は 13,277 人、世帯数 5,110 世帯である。

２　土地利用

　当町における平成31年（2019）1 月１日時点の土地利用状況は、町域の総面積 15,993ha

（159.93k㎡）に対して、田が 1,249.23ha、畑が 67,783ha、山林が 11,807.46ha、宅地

が 457.23ha、雑種地が 455.96ha などとなっており、総面積の約 12％が農地用であり、

約 74％を山林が占めている。また、町の中央部を中心に 3,602.00ha が都市計画区域に

指定されている。

第 11 図　土地利用状況の割合

第 10 図　総人口と世帯数の推移
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３　道路・交通

　当町の基盤道路としては、茨城県水戸市を起点に当町を南北に通り、福島県会津若松市

を終点とする国道 118 号と、新潟県新潟市を起点に当町を北西から南東に抜け、福島県

いわき市を終点とする国道 289 号がある。その他にも主要地方道である黒磯・棚倉線や

棚倉・矢吹線などが通っている。

　当町の公共交通は、鉄道と路線バスが運行している。鉄道においては、JR 水戸駅と JR

郡山駅を結ぶ JR 水郡線が町を南北に縦断しており、町内には北側から「磐城棚倉駅」、「中

豊駅」、「近津駅」の３駅がある。路線バスは、白河市と棚倉町を結ぶ JR バス白棚線が運

行している。他に東白川郡内の町村と当町及び白河市を結ぶ福島交通バス路線が４路線と、

鮫川村営バス１路線が運行しており、東白川地方の交通の要衝となっている。

第 12 図　棚倉町の土地利用状況図
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　史跡棚倉城跡へのアクセスは、公共交通機関等による場合には、JR 磐城棚倉駅、JR バ

ス白棚線棚倉郵便局前、福島交通路線バスの古町一丁目バス停から徒歩で訪れることにな

る。自家用自動車等を利用する場合には、国道 118 号・国道 289 号から主要地方道黒磯・

棚倉線を利用したアクセスが想定される。

４　商工業

　当町は東北地方の南端に位置し、首都圏から 200㎞圏内にあるという立地の良さか

ら、紙加工関連や自動車関連の大規模な工場が進出している。他にも様々な分野の工場

が立地しており、製造業が当町の商工業をけん引している。福島県がまとめた平成 28 年

（2016）度福島県市町村民経済計算によると、当町の市町村内総生産60,174百万円のうち、

22,734 百万円、約 37.8％を製造業が占めている。

第 13 図　周辺道路・交通の状況
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　また、当町の卸売業及び小売業を営む事業所数は、昭和 57 年（1982）には、481 事業所、

年間商品販売額が 19,647 百万円であったが、平成９年（1997）には、305 事業所、年

間商品販売額が 27,152 百万円と事業所数は減少したが年間商品販売額は増加した。

　しかし、それ以降事業所数、年間商品販売額がともに年々減少し、平成 26 年（2014）

には、172 事業所、年間商品販売額が 20,611 百万円となっている。平成 21 年（2009）

に町内を通る国道 118 号及び国道 289 号の棚倉バイパスが全線開通して以降、町内への

大型店舗の出店や近隣市町村に大型ショッピングセンターが開業したことに加え、自営業

者の高齢化や後継者不足などにより中心市街地の空洞化が進んでいる。まさに史跡棚倉城

跡は空洞化が進む中心市街地に位置している。

５　観光

　当町の観光スポットとしては史跡棚倉城跡をはじめ、馬場都々古別神社（本殿は国指定

重要文化財）、八槻都々古別神社（本殿及び随身門は県指定重要文化財）、山本不動尊など

豊かな自然と古くからの歴史が織りなす場所が多い。さらに、春には亀ヶ城公園（棚倉城

跡）、赤館公園（赤館跡）、花園のしだれサクラなど多くの人が花見を行うサクラの名所も

あり、秋には山本不動尊や八溝山、馬場都々古別神社など紅葉を楽しむ名所も多い。

　他にも当町には、平成２年（1990）に開業した第３セクター方式のリゾート型多目的

宿泊施設ルネサンス棚倉があり、総面積 24ha の土地に 14 面のテニスコートや屋内プー

ル、ジム設備などのスポーツ設備のほか、クアハウス、会議室、宴会場などを備え、開業

以降、学生合宿や事業所の研修など、団体客を中心に多くの人に利用されている。

　なお、福島県がまとめた観光客入込状況調査によると、棚倉町の観光入込客数は、東日

第 14 図　棚倉町内総生産の業種別割合
　　　　   （資料：福島県市町村民別経済計算）
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本大震災とそれに伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故による風評被害等により、平

成 22 年（2010）の 597,872 人に対し、平成 23 年（2011）には 290,715 人で対前年

比 307,157 人、率にして 51.4％減少した。その後は風評被害払拭のＰＲ活動の実施や平

成 25 年（2013）には JA 農産物直売所の開業、ルネサンス棚倉の施設改修等により、平

成 30 年（2018）には 555,944 人となり、ほぼ東日本大震災前の水準まで戻りつつある。

第 16 図　棚倉町の観光入込客数の推移（資料：福島県観光客入込状況調査）

第 15 図　棚倉町観光スポット位置図
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６　法規制

　棚倉城跡とその周辺の土地利用や景観保全に関連する法令・条例の概要は以下の通りで

ある。

（１）  都市計画法

　当町の総面積の 15,993ha のうち 3,602ha が都市計画区域に指定されている。

（２）  景観法

　当町は、良好な景観を形成している県土の景観形成施策を推進するために策定され

た「福島県景観計画」による景観計画区域に町全体が指定されている。福島県景観計

画では、届出が必要な行為及び景観形成基準が定められ、一定規模以上の建築物・工

作物等の開発に対し良好な景観を形成するよう規制している。

　当町には、久慈川や社川等の豊かな河川によってもたらされた美しい田園風景が広

がる農村景観や、棚倉城の城下町としての街並みといった歴史的景観等良好な景観が

形成されている。

第 3 表　福島県景観計画区域における届出の必要な行為
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（３）  福島県屋外広告物条例

　貼り紙や立看板、広告塔などの屋外広告物が無秩序に氾濫することは、歴史的風致

や良好な景観を損ない、通行者等に危害を及ぼす恐れがある。

　当町における屋外広告物は、福島県屋外広告物条例により規制されている。この条

例では、「良好な景観の形成」及び「風致の維持」などの観点から、町の美観や自然

景観を損なわないような規制が定められている。棚倉城跡においては、第 17 図で図

示した範囲が都市公園区域に指定されており、福島県屋外広告物条例第３条第８項に

より、「広告物を表示し、又は広告物を掲出する物件を設置してはならない。」と規定

されている。

「第一種特別規制地域等」と「第二種特別規制地域」の区分

※　道路及び鉄道から展望できない地域及び家屋連たん地区（隣接する家屋の敷地の間の距離

がそれぞれ 50m 以下で 30 戸以上の家屋が連たんする地域）は除く。

「第一種普通規制地域等」と「第二種普通規制地域等」の区分

第 4 表　福島県屋外広告物条例で定める地域区分
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（４）  福島県立自然公園条例に基づく県立自然公園（奥久慈県立自然公園）

　棚倉城跡の 4.9ha が福島県立自然公園条例に基づく奥久慈県立公園（棚倉城跡地区）

に指定（昭和 23 年（1948）10 月 18 日指定）されている。この棚倉城跡地区は自

然公園の普通地域になっており、一定規模以上の工作物の新築、改築や工作物の設置

など、一部の行為には、事前の届出が必要となる。

第 17 図　都市計画図
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第 18 図　奥久慈県立自然公園における「棚倉城跡地区」
　　　　   （奥久慈県立自然公園公園計画図一部加工）

第５表　県立自然公園の区分


